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昭和25年度国民栄養調査成績の概要

　　一．国民栄養調査の実施

　（一）国民栄養調査の目的

　本調査は戦後の国民栄養の実態を把握するために

昭和21年から実施されている。この調査によつて現

在国民の身体にどんな栄養的な欠陥があるか、どん

な状態になつているかを知るとともに、どれだけの

栄養量を摂取しているかを知ることができる。従つ

て本調査の成績は国毘栄養の改善に対しその対策樹

立の上に基本資料として重要な役割を果してきてい

る。即ち資料は食糧の生産計画、並びに公衆衛生上

栄養の確保、改善及び向上に重要な貢献をしている。

　（二）国民栄養調査の実施方法

　調査は昭和21年、22年は有意抽出法により、都市、

農村の比較を目的としてきたが、昭和23年よりは厚

生省統計調査部の協力を得て任意抽出法を用い国民

全体を対象として、従来の都市、農村の比較が出き

るよう方法をも考慮して実施してきている。

　　1．　調査対象のとり方

　日本全国を大都市、中小都市（人口3万以上）及び

その他の町村の3strata（階層）に分ち、夫々調査

地区を任意抽出した。大都市は昭和21年、22年に比

較せしめる必要があつたので、これに他の都市を加

えて12都市とし、（札幌、仙台、束京、横浜、大阪、京

都、名古屋、福岡、神戸、金沢、呉及び松山）なお

この外、特殊調査として鉱炭山4ケ所（北海道、秋

田、福島、福岡）及び東京鉄道局（鉄道従業員）に

つき調査を実施している。調査世帯は任意抽出によ

り決定した。

　2．調査内容
各世帯につき次の項目を調査した。

（1）　身体栄養状態調査

　（イ）身長、体重、胸囲の測定（胸囲は5月のみ）

　（ロ）栄養不足に関係する症候（貧血、毛孔性角

化症、角膜乾燥症及ぴ角膜軟化症、口角炎、舌炎及

び口内炎、腱反射消失、浮腫、慢性下痢、徐脈、月

経遅延及び無月経、母乳分泌不良）

（2）栄養摂取量調査

　（イ）摂取食品量

　（ロ）食品群別栄養摂取量

　（ハ）入手別栄養摂取量

　3・調査の時期

調査は年4回2月、5月、8月、11月に実施した。

　　4．調査方法
調査月中、連続3日間の栄養摂取量を調査しその前

後において、併せて身体栄養状態を調査した。前者で

は調査員が戸別訪問して調査し、後者においては被

調査者を一定の場所に集めて医師がこれに当つた。

　（三）集計及ぴ製表方法
　Strata（階層）毎に調査項目にもとづいて集計整表

した外、12都市の非農家及びその他の町村の農家に

ついては従来と比較する必要があるので特に集計製

表を行つた。

　二．国民栄養調査の成績
　以下述べる国民栄養調査の成績は主として都市と

農村との比較に重点をおいた。（12都市の非農家及

びその他町村の農家との比較）昭和25年度の成績を

中心として前年と比較して述べることゝした。以下

述べる中で年間平均とは算術平均で算出したもので

ある。

　（一）　栄養摂取量

　　1．栄養摂取量について

　（1）熱量（第1表第1図）

　都市においては最低1909「カロリー」（8月、最高

2012「カロリー」（11月）を示し、前年度（24年）に

比べて各月多少の変動はあるが、年間平均は両者と

も1972「カロリー」を示し、終戦後遂年増加の傾向

にあつたが、25年度はこの傾向はみられなかつた。

　農村では最低2117「カロリー」（8月）、最高2265「カ

ロリー」（11月）で年間平均2163「力ロリー」で前年

（24年）、年間平均2175「カロリー」に比べて減少

を示している。

　これらを標準熱量必要量2150「カロリー」に比す

ると都市では稍不足（約8％）であり、農村ではこ

れを充足していることになる。

　（2）「蛋白質（第1表第2図〉

　蛋白質は遂年都市、農村とも増加し都市において

は、最低67．2瓦（8月）、最高2月及び5月ともに

71．2瓦を示し、年間平均70．1瓦で前年（67．7瓦）に

比し約3．5％の増加を示している。動物性蛋白質は前

年度（24年）年間平均19．5瓦に比し、25年度は21．3

瓦で前年の約9．2％の増加を呈している。

　農村では、最低64．0瓦（2月）、最高68．2瓦（11月）
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　年間平均66．1瓦で、前年64．6瓦に比して約2．5％の

増加を示している。動物性蛋白質は前年の年間平均

11．1瓦に対し25年は13．8瓦で約24．3％増加した。

　　これら総蛋白質量は標準所要量75瓦に比べると

都市ではなお7％の不足、農村では13％の不足で

ある。また総蛋白質に対する動物性蛋白質の比率は

25年度は都市約30．4％農村20．8％でこれは質的に

よくなったことを示している。

　（3）　脂肪（第1表、第3図）

　脂肪は都市、農村ともに増加の傾向を示し、都市

では最低20．0瓦（2月）、最高22．0瓦（11月）、年間

平均21．2瓦で前年の平均18．6瓦に比し前年の約14％

増加し、農村では最低13．6瓦（2月）、最高16．8瓦

で年間平均15．4瓦であり、前年の平均14．5瓦に比し

約6．2％の増加である。

　然しながら、これらを標準所要量25瓦に比べる

と都市ではなお、約15％、農村では約38％の不

足である。

　（4〉　　無機質（第2表、第4図、第5図）

　無機質（カルシウム、鉄、燐）の摂取量は第2表

に示すとおりである。即ちカルシウムは都市では25

年、年問平均0．28瓦、農村では同じく0．27瓦、鉄は

都市49瓱、農付44瓱で、カルシウム及び鉄は終

戦後著明な変化なく即ち都市、農村ともにカルシウ

ムは0．24瓦～0．28瓦、鉄は40瓱～50瓱を示してい

る、燐は多少の変化はあつたがいづれも標準所要量

に対して可成り高値を示し、かように鉄、燐の高値に

対しカルシウムの摂取量が極めて低値であることは

栄養上考慮されねぱならぬことである。（第4図参照）

（以上の数値は食品群別荷重平均分析表を用いて算

出したもので調理上の損失はみていない）

　（5）　　ビタミン（第2表、第5図）

　第2表に示すとおりであるが、この数値は無機質

と同じく食品群別荷重平均分析表を用いて算出した

ものであるから、調理による損失は考慮されていな

いから、実際にはその摂取量はかなりこの数値を下

廻るであらう。

　　（イ）　ビタミンA

　昭和25年、都市では年間平均2257国際単位で

前年2348国際単位に比して減少を示している。一

般に終戦後次第に減少の傾向にある。農村では25年

の年間平均2439国際単位、前年は2405国際単位

で都市と同じく減少の傾向にある。

　これらは調理上の損失を考慮すれば、標準必要量

（3000国際単位）に対してかなり不足を示すことゝ

なる。

　　（ロ）　ビタミンB1

　都市では25年度の年間平均1．49瓱で戦後最低値

を示している。農付では1．48瓱を示し、これ又最低

値を示している。

　最高値は都市では22年、1．68瓱、農村では21年

1．98瓱を示した。これらは調理上の損失を考慮に入

れると標準必要量（1瓱）に対して相当下廻ること

となる。

　　（ハ）　ビタミンB2

　都市では25年の年間平均0．73瓱でこれは戦後の

最高値を示している。又最低値は22年の0．61瓱で

あり一方農村では25年0．71瓱で21年と同じく最

高値を示し、最低値は22年の0．63瓱となつている。

これらの数値も又調理上の損失をみると、標準必要

量（1瓱）より相当の不足がうかがわれる。

　　（ニ）　ピタミンC

　都市では25年の年間平均88瓱でこれは遂年著る

しく減少した。農村も同様遂年減少したが、都市に

比すれば高く25年は113瓱である。これらの数値

もまたB1と同じく調理上の損失をみると、標準必要

量（40瓱）に比して不足を示すものと考へられる。

　（6）　小括

　以上を小括すると、熱量摂取量は都市は前年度と

同じく1972カロリー、農村は2163カロリーで前

年に比し、わづかに減少を示した。なおこれらを標

準必要量1500力ロリーに対比すると都市は約180カ

ロリー不足し、農村はわづかに上廻つていることに

なる。蛋白質摂取量は遂年増加し、前年度に比し都

市3．5％、農村2．5％の増加となつているが、これ

らを標準必要量（75瓦）に対比すると、都市は7％

農村は13％の不足を示している。しかし総蛋白質に

対する動物性蛋白質の比率は都市30．4％、農村20．8

％を示しこれは著るしい好転である。

　脂肪は遂年増加し都市21．2瓦、農村15．4瓦とな

つたが、なお標準必要量（25瓦）に対し夫々15％、

38％の不足を示している。無機質ではカルシウムが

特に著るしく、都市農村ともに75％前後の不足を

示し、一方燐は過剰でカルシウムの約7倍という栄

養的不均衡な状態にある。ビタミンはいづれも標準

必要量に対してなお相当の不足を示している。
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2．食品摂取量について（第3表、第4表、
　　　　　　　　　　　第5表、第6表、第6～9図）

　（1）　都市

都市においては第3表、第5表に示すように米及

び小麦粉の消費量は遂年増加し、25年度は米284．3瓦

小麦粉141．7瓦を示し、いも類はこれと逆に減少し、

25年は甘藷39．6瓦、馬鈴薯27．9瓦を示した。油脂

類も若干増加の傾向を示している。蛋白質源として

の大豆、獣鳥肉類、卵類、牛乳及び乳製品などはす

べて増加している。即ち魚介類76瓦（生物67．5瓦、

乾物8．5瓦）、獣鳥肉類17．8瓦、卯類9．9瓦、牛乳及

び乳製品11．7瓦を示している。ビタミン源としての

野菜類は著るしく減少し、有色野菜65．0瓦、その他

野菜類91．9瓦となり、柑橘類及びその他の果実は稍

々増加し、夫々23．5瓦、35．4瓦となつている。その

他の食品には著明な変化が認められない。

　要するに動物性食品の摂取は増加し、植物性食品

の摂取はわづかに減少し、量より質へという栄養上

好ましい変化の傾向がうかがへる。なお、全熱量に

対する穀類の熱量比率は75．8％で、更にいも類、砂

糖類、油脂類、堅果類を合した熱量源食品の熱量は

全熱量の83．6％となる。また動物性食品と豆類を合

した食品の熱量比は、12．8％である。

（2〉農村

農村においては、第4表、第6表に示すように遂

年米の消費量は増加し、25年は371．3瓦を示し、小麦

粉は変化がなく、いも類はかなり減少し廿藷93．0瓦

馬鈴薯37．4瓦となつている。油脂、砂糖類は若干増

加の傾向を示し、動物性食品殊に魚介類は相当の増

加を示し47．8瓦（生物38．5瓦、乾物9．3瓦）となっ

ている。
　野菜では有色野菜が若干減少して77．7瓦を示し、

その他の果実は逆に若干増加している。要するに動

物性食品の摂取量は相当の増加を示し、植物性食品

は若干減少し、都市に比し遙かに低位にはあるが、

都市と同様に質的に好転の傾向をみたものといえよ

う。また穀類の熱量比率は78．3％で、更にいも類、

砂糖類、油脂類、堅果類を合した食品の熱量比率は

全熱量の87．6％となる。また動物性食品と豆類を合

した熱量比は全熱量の8．8％となつている。

　3．入手別栄養量について（第8表～第10表）

　栄養摂取量を入手別にみると、都市では熱量の約

70％は配給により、農村では約7％にすぎない。

これに反して自家生産は農村は約86％であるが、

都市は約2％にすぎない。白由購入は都市約30％

であるが、農村約6％で極めて少ない。

　蛋白質は熱量と同じ傾向を示すが、自由購入は都

市、農村ともに、特に都市に多く、これは動物性食品

の多寡によるものである。

　（二）身体的栄養状態

　身体的栄養状態調査は、大都市と、その他の都市

（町村）を中心として、都市農村の比較を行つた。

　1．身長（第10図　第11表、第11図　第12表）

　終戦後遂年、都市、農村ともに各才別、性別毎に

増加の傾向を示している。

　　（1）　男子

　都市においては第11表及び第10図に示すとおりで

あるが、1才未満のものにあつては、25年は66．3糎

で22年に比し2．0糎の増、3才は91．2糎で1．1糎の

増、6才は108．8糎で2．4糎の増、10才では127．3糎

で2．7糎、14才は147．1糎で3．4糎の増を示し20才

では162．5糎で0．1糎の減、25才は162．5糎1で0．5糎

の増、26才～30才は162・0糎で1．4糎の増、41才～50

才は159．9糎で0．9糎、71才以上は155．2糎で0．4糎

の増となつており、夫々の22年に対する増加率は

0才2．1％、3才1．1％、6才2．2％、10才2．1％

14才2．3％の増加がみられ、20才ではこれに反し

0．1％の減少を示し、25才で3.1％の増加を示し、

26才～30才は0．8％の増、41才～50才は0．5％、71才

以上は0．2％の増となつている。これによつて乳児

及び学童（6才～13才）（小、中学及び高等学校生徒

の年令に該当する。）の身長が他の年令に比し回復が

著るしいといえよう。

　農付においては、第12表及び第10図に示すとおり

である。即ち、都市におけるような増加の傾向を示

しており、都市に比し一般に身長は低下を示し、20

才では160．9糎で都市より1．6糎も劣つている。また

10才以下においても、例へば6才108．2糎で都市に

比し0．6糎劣つている。但し11才から17才の間

は都市に近よつた値を示している。

　　（2）　女子

　　都市の成績は（第11表及び第11図）に示してある

が、1才未満のものでは25年は65．4糎で22年に

比し2．0糎の増、3才では90．1糎で1・3糎の増、6才

は107．3糎で1．9糎の増、10才は127．3糎で1．4糎の

増、14才は146．7糎で3．2糎の増、20才は151．8糎

で0．6糎の増、25才では151．0糎で0．2糎の減少を示

している。
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26才～30才は150．4糎で0．7糎増加し、41才～50才

は148．6糎で1．1糎の増、71才以上は142．2糎で1．2

糎の増となつており、夫々の22年に対する増加率

は0才3．1％、3才1．4％、6才1．8％、10才1．2％

14才2．1％、20才以上は著しい変化を認めない。但し

老年例へば71才以上では0．8％の増加を示している。

　農村では都市におけるような増加の傾向を示して

いるが、都市に比し一般に劣り0才0．7糎、6才0．1

糎、10才0．8糎、14才1．4糎、20才1．6糎、26才～

30才1糎、41才～50才1．3糎、71才以上1．3糎の低

下を示している。

　2．休重（第11表　第12表、第10図　第11図）

　体重においても、都市農村ともに遂年増加の傾向

を示している。

　　　（1）　男子

　都市においては0才7．33瓩で22年に比し0．36瓩

の増、3才13．6瓩で0．81瓩の増、6才18．53瓩で1．28

瓩の増、10才26．33瓩で2．04瓩の増、14才39．50瓩

で2．77瓩の増、20才54．59瓩で0．81瓩の減、25才

55．44瓩で0．09瓩の増、31～40才54．81瓩で0．47瓩

の増、51～60才53．15瓩で1．36瓩の増、71才以上

49．52瓩で2．33瓩の増となつている。農村において

は、一般に都市にまさり0才7．10瓩で22年に比し

て0．14瓩の増、6才18．92瓩で1．03瓩の増、10才

25．94瓩で0．16瓩の増、40才55．52瓩で0．06瓩の減

少、51～60才で53．14瓩で0．01瓩の減少、71才以上

48．70瓩で0．45瓩の減少を示している。

　男子の体重は、一般に農村に比して都市が劣つて

いるが19才から30才の間は、特に体重の低下が著

しい。

　　（2）　女子

　女性の体重も、都市、農村ともに一般に男子と同

じ増加の傾向を示しているが、都市の体重は一般に

農村に比して劣つている。但し男子ほど著明ではな

い。

　3．胸囲（第13表）

　昭和25年度5月に胸囲の測定を行つた。

4．身長、体重、胸囲の全国平均値（第14表　第12図　第13図）

　第12図及び第13図は、現在の体位が戦後どれだ

け回復したか、また国民平均体位基準に比してどれ

だけ劣つているかを示したものである。例へば14才

の男子では基準値は身長152．4糎であるが、22年5月

は143．8糎、25年5月は147．3糎であり、22年は8．6糎

の不足を示し、25年は3．0糎の回復を示したことに

なる。

　体重では、夫々43．3瓩、37．92瓩、39．88瓩で、22

年は5．4瓩の不足を示したが、25年は1．96瓩だけ回

復した。従つて25年においては、身長5．6糎、体重

3．4瓩の低下を今なお示しているわけである。

　5．身体症候（第16表、第17表第14図）

　終戦直後は、都市の方が農村より症候発現率が多

かつたが、遂年減少を示し、これに反し農村は減少

或は増加するものがあつて、概して減少の傾向を示

していない。25年においては、都市、農村ともに各

症候の発現が24年に比し、増加の傾向を呈してい

ることは、注目すべきであらう。

　これらの症候の中、貧血、口角炎、腱反射消失、

徐脈等は他の症候に比し、比絞的著しい発現率を示

している。即ぢ貧血は、都市2．1％、農村3．8％、口

角炎夫々3．9％、及び8．7％、腱反射消失夫々、7．0％

及び7．7％、徐脈は夫々、1．7％及び3．6％、月経遅

延8．1％及び10．0％、母乳分泌不良は25．5％及び

23．2％、であるがこれらの症候が、25年再び増加の

傾向を示してきたのは、栄養摂取量において、熱量、

蛋白質、脂肪等は遂年増加してきたにもかかわらず

カルシウム、ビタミンB1、B2の摂取量が増加せず、

更にビタミンA、Cの減少しできていることなどが、

関係しているのではないかと推察される。

　6．小括

　身長、体重は都市、農村ともに遂次増加しつつあ

る。又身体症候は農村は遂年著しい変化を示さな

い。都市は全般的に減少してきたが、25年は再び増

加の状態をみせていることは注目すべきである。

　三．総括

　昭和25年度の国民栄養調査成績を総括するに大

要次のとおりである。

　1．国民の摂取熱量は、農村においては標準量を

満しているが、都市においては、今なお約8％不足

である。

　2．蛋白質摂取量は都市、農村ともに遂年増加し

つゝあるが、いまなお不足（都市約7％、農村約13％）

を示している。しかしその内容は著しく改善せられ

殊に農村における動物性蛋白質の増加は著しい。

　3．脂肪摂取量は、同様遂年増加しつゝあるが、

今なお殊に農村においてかなり不足（都市約15％、

農村約38％）を示している。

　4．無機質摂取量は、燐は過剰、カルシウムの著
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るしい不足を呈し、これらの比率が著るしく不均衡

である。

　5．ビタミンAは、都市、農村ともに近年次第に

減少し、かなりの不足を示すに至つた。ビタミンB1

も又都市、農村ともに不足であり昭和25年は、最低

位を示している。

　ビタミンB2は都市、農村ともに次第に僅かに増加

の傾向を示すが、今なお、相当の不足を示している。

ビタミンCもまた近年減少し殊に、都市における減

少は相当大であると考へられる。

　6．米及び小麦の摂取量は、遂年増加し、いも類

は逆に減少した。魚介類、獣鳥肉類、卵類、牛乳及

び乳製品等の動物性食品の摂取量は、都市、農村と

もに遂年増加している。

　野菜類は都市は減少し、殊に有色野菜の摂取量減

少はビタミンAの不足を招来している。

　7．入手別栄養摂取量は熱量の大半は、都市では

配給、農村では自家生産で、都市の自由購入は農村

のそれより遙かに多い。

　蛋白質は熱量と同じ傾向を示すが、動物性蛋白質

の自由購入は、都市、農村ともに多い。

　8．身長、体重は都市、農村男女ともに遂年増

加しつゝあるが、今なお標準値に比し相当の不足を

示している。

　9．身長は一般に男女とも都市が農村にまさり、

体重は農村がまさつている。

　10．身体症候発現率は戦後都市は減少してきたが

農村は余り変化を示さない。

　25年は再びこれらが増加の兆候をみせている。発

現率の比較的多いものは、貧血、口角炎，腱反射消

失、徐脈等である。

　四．結論
　戦後国民の栄養状態は遂年恢復の傾向をたどりつ

つあるが、殊に次のような欠陥を指摘することがで

きる。

1．体位は向上してきているが、いまだなお戦前

のそれに復帰していない。

2．身体的症候の発現率よりみるに、都市に比し

て農村はあまり好転していない。

　昭和25年は都市農村ともに再びわづかに増加の

傾向を示している。

3．栄養摂取量は、熱量においては標準に近づき

つゝあるが、蛋白質、脂肪はなお不充分である。

4．無機質の摂取量において、燐は特に過剰、カ

ルシウムは著しく不足している。

　5．ビタミンはすべて不足し、Aは都市、農付と

もかなりの不足、B2の不足は依然として変らず、C

は都市においてかなりの、農村は軽度の不足を示し

ている。

日本人一人一日当り所要摂取量

（Desirble　Allewavce）

単位 所要量

熱量 カロリー

蛋白質

脂肪

石灰（Ce）

鉄（Fe）

ビタミンA

ビタミンB1

ビタミンB2

ビタミンC

食塩

（昭和22．4．15．食糧及栄養対策審議会改訂）



第一表 国民栄養調査 摂取栄養量（一人一日当り、年次比較表）（6）

　　期日

地区

昭和21年　　　　　　　　昭和22年 昭和23年

都市
蛋白質
動物性
植物性
計
脂肪
熱量

　昭和24年 昭和25年

2月　5月　8月　11月　年間平均　2月　5月　8月　11月　年間平均　2月　5月　8月　11月　年間平均　2月　5月　8月　11月　年間平均　

農村
蛋白質
動物性
植物性
計

脂肪
熱量
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2400

2300

2200

2150
（必要量）
2100

2000

1900

1800

1700

1600
カロリー

　　　　　第一図 熱量の摂取状況 単位＝カロリー
　　　　　農村
　　　　　都市

戦前 2月　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11
昭和21年 昭和22年 昭和23年 昭和24年 昭和25年

70
60

50

40

30

20

10
瓦

第二図　蛋白質の摂取状況　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝グラム

　　農村
　　都市　　　　　　　　　　　　　　　　（必要量）

　　　　　　　　　　　　　　　（動蛋必要量）

　　総蛋白質

　動物蛋白質

月別 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11

年別　　　　　21　　　　　　22　　　　　　　23　　　　　24　　　　　　　25

　　第三図 脂肪の摂取状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（必要量）

　　　　　　　　　　（10月20日統制廃止）

　都市　　　　　単位＝グラム
　農村

2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11 2　5　8　11月別

年別　　　　　21　　　　　　22　　　　　　　23　　　　　24　　　　　　　25
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第2表

二十一年2月
5月
8月
11月

平均

二十二年2月
5月
8月
11月

平均

二十三年2月
5月
8月
11月

平均
二十四年2月

5月
8月
11月

平均
二十五年2月

5月
8月
11月

平均

都市及び農村別無機質、ビタミン摂取量表　（昭和21～25年度国民栄養調査）

　　　　　　　　都市

カルシウム　鉄　　燐　　ビタミンA　　B1　　B2　　C
　　　　　　　　　　　カルシウム　鉄　　燐　　ビタミンA　　B1　　B2　　C

農村

第四図　カルシウムの摂取状況

農村
都市

単位＝グラム

（必要量）

月別　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　

年別　　　21　　　　　22　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25



（9）

7000

6000

5000

4000

3000

2000

I．U．
1000

20

1．5

1．0

0．5

mg

2．0

1．5

1．O

0．5

mg

300

250

200

150

100

50

mg

第五図 ビタミンの摂取状況
　　　　　点線　　　農村
　　　　　実線　　　都市

　単位＝国際単位

（ビタミンA）

単位＝㎎

（ビタミンB1）

（ビタミンB2）

単位＝mg

　（ビタミンC）

単位＝mg

月別　　　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11

年別 21　　　　　22　　　　　23　　　　　24　　　　　25
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第3表

　都市

　　　　　　　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均

食品群別栄養摂取豊

（昭和25年度国民栄養調査）
成人換算率　蛋白質　熱量

　　　　　　摂取量
食品群

蛋白質 　熱量

　　　　　　米

　　　　　大麦
1．穀類

小麦

　　　　とうもろこし粉

　　　　　雑穀

2．堅果類

　　　　甘藷

3．いも類　馬鈴藷

　　　　その他の
　　　　芋類

　4．砂糖類

　5．油脂類

　　　　　　大豆　　　味噌

6．豆類大豆製品

　　　　その他の
　　　　豆類

7．魚介類　生物　乾物

8．獣鳥肉類

9．卵類

10．牛乳及乳製品

11．緑色黄色野菜類

12．柑橘類

13．その他の果物類
14．その他の野菜類

15．海藻類

16．乾燥野菜類

17．野菜漬物

18．調味嗜好品

動物性食品計

植物性食品計

一人一日当り合計
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第4表 　　　　　食品群別栄養摂取量

農村（昭和25年度国民栄養調査）

食品群

　　　　　　　　摂取量　　　　　　　　　蛋白質　　　　　　　　　　熱量

　　　　　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均　

成人換算率　蛋白質　熱量

　　　米
　　　大麦
1．穀類　小麦
　　　とうもろこし粉
　　　雑穀

2．堅果類

　　　甘藷
3．いも類　馬鈴薯
　　　その他の芋類

4．砂糖類

5．油脂類
　　　大豆
　　　味噌
6．豆類　大豆製品
　　　その他の豆類

7．魚介類　生物　乾物

8．獣鳥肉類
9．卵類

10．牛乳及乳製品

11．緑色黄色の野菜

12．柑橘類

13．その他の果実類

14．その他の野菜類

15．海藻類

16．乾燥野菜類

17．野菜漬物

18．調味嗜好品

動物性食品計

植物性食品計

一人一日当り合計
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第5～6表

食品群

逐年別食品摂取量成績
　　昭和21～25年

昭和21年 昭和22年 昭和23年 昭和24年 昭和25年 昭和21年 昭和22年 昭和23年 昭和24年 昭和25年

都市　　　　　　　　　　　　　　農村

（昭和25年度国民栄養調査）

　　　　米
　　　　大麦
1．穀類　小麦
　　　　とうもろこし粉
　　　　雑穀
2．堅果類
　　　甘藷
3．いも類　馬鈴薯
　　　その他の芋類
4．砂糖類
5．油脂類
　　　大豆
　　　味噌
大豆製品　その他の豆類
　　　豆類

7．魚介類
8．獣鳥肉類
9．卵類
10．牛乳及乳製品
11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類
15．海藻類
16．乾燥野菜類
17．野菜漬物
18．調味嗜好品
動物性食品計
植物性食品計

一人一日当り合計

500

400

300

200

100

50

瓦
月別　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11
年別　　　21　　　　　22　　　　　23　　　　　24　　　　　　25

第六図　米及び小麦の摂取状況 農村　　　米
　　　　　小麦
都市　　　米
　　　　　小麦
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500

400

300

200

100

50

瓦

月別　　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11

年別　　21　　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25

第七図　甘藷及び馬鈴薯の摂取状況 農村　　甘藷
　　　馬鈴薯

都市　　甘藷
　　　馬鈴薯

月別　　　2　5　8　11　2　5　8　　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　

年別　　21　　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25

第八図 牛乳及び乳製品の摂取状況 単位＝グラム

　農村
　都市

第八図

第九図　　　　　生野菜の摂取状況
単位＝グラム

農村　　　生野菜の摂取量
　　　　　緑黄色の野菜
都市　　　生野菜の摂取量
　　　　　緑黄色の野菜

2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　2　5　8　11　

21　　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25
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第7表 食品別熱量比率

　　　　　（％　年次比較）

　　　　　　　　　　昭和21年　22　23　24　25
穀類
いも類
都市　砂糖類
油脂類
豆類
魚介、獣鳥肉類
卵、牛乳及乳製品
野菜、果実類

穀類
いも類
農村　砂糖類
油脂類
豆類
魚介、獣鳥肉類
卵、牛乳及乳製品
野菜、果実類

第8表 　　　　入手別栄養摂取量
都市　　　（昭和25年度国民栄養調査）

穀類
いも類
将来の日本人の食糧構成試案

砂糖類
油脂類
豆類
魚介、獣鳥肉類
卵、牛乳及乳製品
野菜、果実類

食糧及栄養対策審議会
（昭22．3．11決定の資料に依る）

熱量
カロリー　比率％　グラム　比率％　グラム　比率％グラム　比率％　

蛋白質
入手別　月別 動物性　　　　植物性　　　　計

　配給　　2月
　　　　　5月
　　　　　8月
　　　　　11月
　　　　　平均
　自由購入2月
　　　　　5月
　　　　　8月
　　　　　11月
　　　　　平均
　自家生産2月
　　　　　5月
　　　　　8月
　　　　　11月
　　　　　平均
　その他　2月
　　　　　5月
　　　　　8月
　　　　　11月
　　　　　平均
　合計　　2月
　　　　　5月
　　　　　8月
　　　　　11月
　　　　　平均
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第9表

入手別　　月別 熱量

農村
入手別栄養摂取量
　（昭和25年度国民栄養調査）

　　　　　　　　　　　　　　蛋白質
　　　　　　動物性　　　　植物性　　　　　　計

カロリー　％　　　　　　グラム　％　　　グラム　％　　　グラム　％

　配給　2月
　　　　5月
　　　　8月
　　　　11月
　　　　平均
自由購入2月
　　　　5月
　　　　8月
　　　　11月
　　　　平均
自家生産2月
　　　　5月
　　　　8月
　　　　11月
　　　　平均
　その他2月
　　　　5月
　　　　8月
　　　　11月
　　　　平均
　合計　2月
　　　　5月
　　　　8月
　　　　11月
　　　　平均

第10表 遂年別入手別栄養摂取量
入手別比較

都市　　　　　　　　　　　　　農村

　　蛋白質　　　熱量　　　　　　　蛋白質　　　熱量

　　　　年次

配給　　昭和21年
　　　　昭和22年
　　　　昭和23年
　　　　昭和24年
　　　　昭和25年
自由購入昭和21年
　　　　昭和22年
　　　　昭和23年
　　　　昭和24年
　　　　昭和25年
自家生産昭和21年
　　　　昭和22年
　　　　昭和23年
　　　　昭和24年
　　　　昭和25年
その他　昭和21年
　　　　昭和22年
　　　　昭和23年
　　　　昭和24年
　　　　昭和25年



第十一表（その一） 身長及び体重の平均値 （昭和22年～25年）

都市

男　　　　　　　　　　　　　　　　　女

年令 身長　（糎）　　　体重　（瓩）　　　身長　（糎）　　　　体重　（瓩）

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11

12
13
14

15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26－30
31－40
41－50
51－60

61－70

71

年次　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年



身長及び体重の標準偏差 （昭和22－25年）

（都市）

男子 女子

年令 身長 体重 身長 体重

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11

12
13
14

15
16

17
18
19

20
21

22
23
24

25
26－30
31－40

41－50

51－60
61－71

71－ （17）

年次　　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年



第十二表（その一） 　身長及び体重の平均値
（農村）

（昭和22－25年）
（18）

男 女

　年令 身長 体重 身長 体重

0
1
2
3
4

5

6
7
8
9

10
11

12
13
14

15
16
17

18
19

20
21
22
23
24

25
26－30

31－40

41－50
51－60

61－70

71－

年次　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年



第十二表（その二）

身長体重の標準偏差 （昭和22年－25年）

農村

男子 女子

年令

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

1011

12

13

14

15
16

1718
19

身長 体重 身長　　　　　　　　　　　　　　　　　体重

20
21
22
23
24

25
26－30
31－40
41－50
51－60

61－70
71－

年次　　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年
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第13表 胸囲の平均値並標準偏差

　年令

　　　0

　　　1

　　　2

　　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　　10

　　　11

　　　12

　　　13

　　　14

　　　15

　　　16

　　　17

　　　18

　　　19

　　　20

　　　21

　　　22

　　　23

　　　24

　　　25

　　　26－30

　　　31－40

　　41－50

　　51－60

　　61－70

　　　71→

全国 　都市

男 女 男 女

平均値S．D　平均値S．D　平均値S．D　平均値S．D　平均値S．D　平均値S．D　

農村

　　男
　　　　　　　　　　女



第十四表（その一）

年令 身長

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

15

16
17
18
19

20
21
22

23
24

25
26－30
31－40
41－50
51－60

61－70

71－ （21）

年次　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年

身長及び体重の平均値
（全国）

男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

体重　　　　　　身長　　　　　　　　　　　　　　　　体重



　第十四表（その二） 身長体重の標準偏差 （22）

（全国）

男子 女子

年令 身長　　　　　　　　　　　　　　　体重

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

15

16
17
18
19

20
21
22

23
24

25
26－30
31－40
41－50
51－60

61－70

71－

身長 体重

年次　　　　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年　22年　23年　24年　25年
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第15表 国民平均体位基準表 （食糧並栄養対策審議会）

年令

新生児

0～1

1～2

2～3

3～4
4～5

5～6

6～7

7～8
8～　9

9～10

10～11

11～12

12～13

13～14

14～15

15～16

16～17

17～18

18～19

19～20

20～21

21～30

31～40

41～50

51～60

61～

男 女

身長（cm） 体重（kg） 身長（cm）　　　　　　　　　体重（kg）

（註）本表は日本人の体位を判定する上の暫定的統一基準を得るために設定されたものであり、厚生省衛生統計委員会

の体力及び栄養に関する第八専門部会に於いて承認採択されたものである。資料は満五才以下を斉藤潔氏の昭和

十五年～十七年間に亘る全国都鄙調査24，709人の平均を用い、満六才より十三才間は文部省の昭和十二年度全国

学童統計の平均値を用い、満十四才より六十才までは一色嗣武氏の昭和二年～十年に亘る帝国生命保険会杜の保

険申込者男子103，870人　女子28，981人の平均値を保険年令より満年令に換算したるものを用い六十一才以上は

厚生省全国栄養調査の昭和二十三年十一月分調査の集計値に一定の補正を加えたるものを用いて作つたものであ

る。但し女子二十一才～三十才の体重は他の資料に照し若干修正した。
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160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

　　　農村
　　　都市

第十図 身長．体重ぐらふ．男子（都市農村比較）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体重
昭和25年度

　　　身長＝センチメートル
単位
　　　体重＝キログラム

50

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 23 24 25 26－30 31－40 41－50 51－60 61－70 71↑年令→

　160

　CM

　150
都市
農村

第十一図 身長・体重ぐらふ　女子　　　　（都市農村比較） 昭和25年度

　　　身長＝センチメートル
単位
　　　体重＝キログラム

　140
　　　　身長

130

120

110

100

90

80

70

60

50

体重

O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
　　　　　　　　　　　　　　　　　22 23 24 25 26－30 31－40 41－50 51－60 61－70 71↑年令→
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160

cm

150

140

130

120

11O

1OO

90

80

70

60

50

　身長

160

cm

150

50
kg

40

30

20

10

体重

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 23 24 25 26－30 31－40 41－50 51－60 61－70 71↑　　年令→

　　　　　　　第十三図　身長．体重ぐらふ　女子（全国）

140

130

120

11O

1OO

90

80

70

60

50　体重

　身長

第十二図　　身長・体重ぐらふ　　男子（全国）　　　　　　身長・センチメートル
　　　単位＝
　　　　　　体重・キログラム

　凡例
　　　　基準値

　　25年
　　22年

身長

　体重

　基準値
　25年

0 　22年

身長

体重

凡例

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 23 24 25 26－30 31－40 41－50 51－60 61－70 71↑　　年令→
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第16表
身体症候発現率

昭和21－25年

　都市

　　　　　　　　年次

症候

貧血
　毛孔性角化症

角膜乾燥症
角膜軟化症

口角炎
舌炎
口内炎

　腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脉

月経遅延
　　無月経

　母乳分泌不良

農村
　　21年　　22年　　23年　　24年　　25年　　21年　　22年　　23年　　24年　　25年

　（参考）　第17表

　　　　栄養素
　身体症候

体重減少

貧血

　毛孔症角化症

　角膜乾燥症
　角膜軟化症

口角炎

　舌炎

口内炎

　腱反射消失

　浮腫

　　慢性下痢

　徐脉

　月経遅延
　無月経

　母乳分泌不良

栄養素の欠乏に基く身体症候
熱量　蛋白質　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミン複合体　ビタミンC　カルシウム　鉄　燐



　　（27）

　　　20　28　16　14　12　10　8　6　4　2　0％　　％0　　2　　4　　6　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20

第十四図

都市

昭和21年
　〃22〃
　〃23〃
　〃24〃
　〃25〃

　身体症候発現率
　（昭和21－25年比較）
　農村

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥症　角膜軟化症

口角炎

舌炎及び口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脉

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

20　18　16　14　12　　10　　8　　6　　4　　2　　0　　　0　　　2　　4　　6　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20


	国民栄養調査成績の概要(1950)
	一．国民栄養調査の実施
	(一)　国民栄養調査の目的
	(二)　国民栄養調査の実施方法
	(三)　集計及び整表方法(第一部及び第二部)

	二．国民栄養調査の成績
	(一)　栄養摂取量について
	(二)　身体的栄養状態

	三．総括
	四．結論

	調査の結果
	第1表　昭和21～25年　摂取栄養量(一人一日当り、年次比較表)
	第1図　熱量の摂取状況
	第2図　蛋白質の摂取状況
	第3図　脂肪の摂取状況
	第2表　昭和21～25年　都市及び農村別無機質、ビタミン摂取量表
	第4図　カルシウムの摂取状況
	第5図　ビタミンの摂取状況
	第3表　食品群別摂取量(都市)
	第4表　食品群別摂取量(農村)
	第5～6表　遂年食品摂取量成績(都市、農村)
	第6図　米及び小麦の摂取状況
	第7図　甘藷及び馬鈴薯の摂取状況
	第8図　牛乳及び乳製品の摂取状況
	第9図　生野菜の摂取状況
	第7表　食品別熱量比率
	第8表　入手別栄養摂取量(都市)
	第9表　入手別栄養摂取量(農村)
	第10表　遂年別入手別栄養摂取量
	第11表(その1)　昭和22～25年　身長及び体重の平均値(都市)
	第11表(その2)　昭和22～25年　身長及び体重の標準偏差(都市)
	第12表(その1)　昭和22～25年　身長及び体重の平均値(農村)
	第12表(その2)　昭和22～25年　身長及び体重の標準偏差(農村)
	第13表　胸囲の平均値並標準偏差(全国、都市、農村)
	第14表(その1)　身長及び体重の平均値(全国)
	第14表(その2)　身長体重の標準偏差(全国)
	(参考)15表　国民平均体位基準表
	第10図　身長、体重グラフ、男子(都市農村比較)
	第11図　身長、体重グラフ、女子(都市農村比較)
	第12図　身長、体重グラフ　男子(全国)
	第13図　身長、体重グラフ　女子(全国)
	第16表　昭和21～25年　身体症候発現率(都市、農村)
	(参考)第17表　栄養素の欠乏に基く身体症候
	第14図　身体症候発現率(都市、農村)　(昭和21～25年比較)


